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郡名 村名 享保 4（1719）年『奥羽観蹟聞老志』 安永元（1772）年『封内風土記』 19 世紀『諸国温泉功能鑑』
柴田郡 前川村 青根 青根
刈田郡
宮村 遠刈田 遠刈田
蔵本村 鎌先 鎌先 鎌先
小原村 小原
平沢村 （名称不明）



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































元文 2（1737）～寛政 9（1797） 13 貫文
寛政 10（1798） 26 貫文
寛政 11（1799） 55 貫文
寛政 12（1800）～文化 13（1816） 90 貫文
文化 14（1817）～文政 2（1819） 不明
文政 3（1820）～文政 4（1821） 100 貫文
文政 5（1822）～文政 9（1826） 110 貫文
文政 10（1827）～天保 3（1832） 不明
天保 4（1833） 45 貫文
天保 5（1834）～天保 6（1835） 90 貫文
天保 7（1836） 不明
天保 8（1837） 90 貫文
天保 9（1838） 不明
天保 10（1839）～嘉永 6（1853） 90 貫文
安政元（1854）～慶応 3（1867） 75 貫文
※藤島家文書などより作成。
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裁
決
後
の
展
開
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
︒
裁
決
を
受
け
て
吉
郎
右
衛
門
は
藩
に
請
状
を
提
出
し
て
︑
裁
決
に
従
う
こ
と
を
誓
約
し
て
い
ま
す
︵﹃
上
巻
﹄
九
二
号
文
書
︶︒
こ
れ
以
降
︑
川
渡
温
泉
の
収
益
を
め
ぐ
る
争
論
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
︒
湯
守
は
藤
島
家
が
継
続
し
て
幕
末
ま
で
務
め
て
い
ま
す
︒
た
だ
︑
御
役
代
は
そ
の
後
じ
り
じ
り
と
引
き
上
げ
ら
れ
︑
最
高
で
一
一
〇
貫
文
ま
で
上
昇
し
て
い
ま
す
︒
一
般
的
に
︑
江
戸
時
代
で
最
も
旅
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
時
代
が
一
八
〇
〇
年
代
の
前
半
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
御
役
代
が
高
額
に
な
る
の
も
そ
の
頃
で
す
︒
お
わ
り
に
1　
温
泉
を
め
ぐ
る
人
々
の
考
え
方
と
対
応
　
争
論
の
紹
介
は
以
上
で
終
わ
り
で
す
が
︑
最
後
に
争
論
か
ら
う
か
が
え
る
江
戸
時
代
の
人
々
の
考
え
方
や
行
動
を
整
理
し
︑
そ
の
上
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
争
論
が
起
こ
っ
た
の
か
︑
さ
ら
に
事
例
を
付
け
加
え
な
が
ら
考
察
し
て
締
め
く
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
︒
　
今
回
の
争
論
で
︑
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
な
裁
決
に
至
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
︑
お
よ
そ
三
つ
に
整
理
で
き
る
と
思
い
ま
す
︒
つ
ま
り
︑
①
御
役
代
の
額
︑
②
岩
出
山
町
の
提
案
が
実
現
可
能
だ
っ
た
か
ど
う
か
︑
③
岩
出
山
町
︑
お
よ
び
湯
守
・
大
口
村
肝
入
の
主
張
の
正
当
性
︑
で
す
︒
な
か
で
も
︑
判
断
材
料
と
し
て
重
視
さ
れ
た
の
は
①
と
②
で
し
た
︒
　
ま
ず
①
に
つ
い
て
で
す
︒
仙
台
藩
の
金
山
方
役
人
は
藩
の
増
収
と
地
域
の
振
興
に
な
る
と
し
て
︑
当
初
岩
出
山
町
の
提
案
に
賛
成
し
て
い
ま
し
た
︒
ま
た
︑
郡
奉
行
は
御
役
代
を
吊
り
上
げ
た
上
で
従
前
の
請
負
体
制
を
継
続
さ
せ
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
て
︑
岩
出
山
町
の
御
役
代
九
〇
貫
文
上
納
と
い
う
条
件
第
二
部　
第
2
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【
講
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】
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に
す
ぐ
に
飛
び
つ
く
こ
と
は
な
く
︑
川
渡
湯
守
が
岩
出
山
町
と
同
じ
御
役
代
条
件
を
申
告
し
て
く
る
の
を
待
つ
姿
勢
が
み
え
ま
し
た
︒
そ
う
し
た
藩
の
吟
味
担
当
者
の
思
惑
を
敏
感
に
察
知
し
て
い
た
の
が
大
肝
入
で
︑
現
実
的
な
提
案
を
大
口
村
や
湯
守
に
行
っ
た
わ
け
で
す
︒
一
方
︑
岩
出
山
伊
達
家
は
給
主
で
あ
り
な
が
ら
御
役
代
を
徴
収
す
る
権
限
を
も
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
︑
中
間
的
な
立
場
を
と
り
︑
給
地
の
秩
序
が
安
定
す
る
よ
う
な
裁
決
を
望
ん
で
い
ま
し
た
︒
　
次
に
②
に
つ
い
て
で
す
︒
岩
出
山
町
の
提
案
は
︑
飢
饉
と
い
う
災
害
と
旅
行
者
の
増
加
と
い
う
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
︑
旅
行
者
の
消
費
を
財
源
と
し
て
地
域
の
復
興
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
し
た
︒
こ
れ
は
温
泉
の
収
益
性
の
大
き
さ
に
も
着
目
し
た
︑
時
代
の
変
化
と
い
う
の
を
敏
感
に
捉
え
た
提
案
だ
と
い
え
ま
す
︒
ま
た
︑
こ
の
提
案
の
実
現
は
︑
農
業
に
加
え
て
︑
現
代
的
な
言
葉
で
い
う
と
観
光
収
入
に
依
存
す
る
よ
う
な
地
域
運
営
体
制
の
構
築
に
つ
な
が
る
も
の
で
︑
そ
の
意
味
で
も
注
目
す
べ
き
試
み
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
︒
農
業
の
み
を
産
業
基
盤
と
す
る
の
で
は
凶
作
に
対
抗
で
き
な
い
わ
け
で
︑
地
域
の
産
業
構
造
を
多
元
化
す
る
こ
と
で
災
害
に
対
す
る
耐
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
政
策
提
案
と
し
て
も
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
た
だ
︑
こ
の
プ
ラ
ン
は
川
渡
住
民
の
生
活
を
脅
か
す
危
険
性
も
孕
ん
で
い
ま
し
た
︒
　
さ
て
︑
仙
台
藩
側
は
岩
出
山
町
の
提
案
を
ど
の
よ
う
に
み
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
︒
下
級
の
役
人
は
と
も
か
く
︑
郡
奉
行
の
よ
う
な
吟
味
の
責
任
者
は
岩
出
山
町
の
提
案
の
実
現
性
に
関
し
て
懐
疑
的
で
し
た
︒
﹁
申
出
候
通
始
終
行
届
可
申
哉
﹂
と
い
う
言
葉
が
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
ま
す
︒
問
題
の
根
幹
は
︑
地
域
経
済
に
安
定
を
も
た
ら
す
ほ
ど
入
湯
客
数
が
継
続
的
に
見
込
め
る
か
ど
う
か
︑
つ
ま
り
は
江
戸
時
代
の
旅
行
産
業
が
安
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒
こ
れ
に
つ
い
て
︑
江
戸
時
代
の
前
半
に
東
海
道
の
川
崎
宿
の
振
興
事
業
に
携
わ
っ
て
功
績
を
あ
げ
︑
幕
府
に
も
登
用
さ
れ
た
田
中
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丘
隅
は
︑﹁
惣
て
旅
籠
屋
と
言
物
︑
草
木
と
共
に
春
夏
は
往
還
繁
け
れ
ば
栄
え
︑
秋
冬
に
至
り
往
還
少
き
時
は
草
枯
と
成
て
︑
世
上
共
に
衰
る
事
常
也
﹂
と
述
べ
て
い
ま
す
︵﹃
民
間
省
要
﹄︿﹃
日
本
経
済
叢
書
　 
巻
一
﹄﹀︶︒
旅
籠
屋
稼
業
は
草
木
の
生
育
と
同
じ
で
︑
春
夏
に
な
っ
て
往
来
の
盛
ん
な
時
に
は
繁
盛
す
る
の
で
す
が
︑
秋
や
冬
に
な
っ
て
往
還
す
る
者
が
減
少
す
る
と
枯
草
の
よ
う
に
な
っ
て
衰
え
る
と
い
う
の
で
す
︒
こ
れ
は
非
常
に
わ
か
り
や
す
い
話
で
︑
季
節
や
景
気
に
よ
っ
て
入
湯
客
数
が
変
動
す
る
温
泉
の
実
状
に
も
適
合
す
る
と
思
い
ま
す
︒
要
す
る
に
江
戸
時
代
の
旅
行
産
業
に
は
か
な
り
不
安
定
な
要
素
が
あ
っ
た
わ
け
で
す
︒
そ
う
い
う
事
情
を
仙
台
藩
側
が
考
慮
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
　
最
後
に
︑
③
岩
出
山
町
と
湯
守
・
大
口
村
肝
入
の
主
張
に
つ
い
て
で
す
が
︑
こ
の
点
に
関
し
て
は
仙
台
藩
は
ど
ち
ら
の
主
張
が
正
し
い
か
明
確
な
判
断
を
避
け
て
い
ま
す
︒
諸
士
を
含
め
た
入
湯
客
の
実
数
や
岩
出
山
町
の
商
売
の
状
況
な
ど
は
︑
裁
決
に
際
し
て
大
き
な
問
題
に
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
︒
と
い
う
よ
り
︑
ど
ち
ら
の
言
い
分
が
正
し
い
の
か
は
︑
藩
の
方
で
も
判
断
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
私
自
身
も
こ
れ
に
関
す
る
答
え
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
ま
せ
ん
︒
　
以
上
が
︑
争
論
に
関
与
し
た
各
当
事
者
の
考
え
方
や
対
応
で
す
︒
こ
う
し
て
み
る
と
︑
争
論
が
起
こ
っ
た
背
景
は
︑
ま
ず
は
飢
饉
や
旅
行
者
の
増
加
で
あ
っ
た
り
︑
そ
れ
を
受
け
て
岩
出
山
町
の
人
が
非
常
に
斬
新
な
発
想
で
請
願
を
し
て
き
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
︒
た
だ
︑
も
っ
と
根
本
的
な
背
景
を
考
え
て
み
る
と
︑
実
は
違
う
と
こ
ろ
に
問
題
が
潜
ん
で
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
の
で
す
︒
そ
れ
を
確
認
し
て
︑
話
を
終
え
た
い
と
思
い
ま
す
︒
第
二
部　
第
2
章　
【
講
演
録
】
川
渡
温
泉
の
争
論
と
岩
出
山
―
災
害
と
資
源
利
用
を
め
ぐ
っ
て
―
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2　
争
論
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
　
川
渡
温
泉
を
め
ぐ
る
争
論
か
ら
約
一
五
年
後
の
文
化
一
二
年
︵
一
八
一
五
︶
五
月
に
︑
下
宮
町
の
住
民
が
藩
に
請
願
を
行
っ
て
い
ま
す
︵﹃
鳴
子
町
史
上
巻
﹄﹃
岩
出
山
町
史
通
史
編
・
上
巻
﹄︶︒
こ
の
町
は
︑
先
の
争
論
で
は
温
泉
収
益
の
配
分
先
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
︒
請
願
の
内
容
は
︑
岩
出
山
町
か
ら
中
山
ま
で
の
間
の
駄
賃
を
値
上
げ
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
求
で
す
︒
公
用
以
外
で
人
馬
を
利
用
す
る
際
の
駄
賃
と
い
う
の
は
各
宿
駅
間
で
定
額
化
さ
れ
て
い
て
︑
た
と
え
ば
下
宮
町
か
ら
岩
出
山
町
ま
で
の
駄
賃
は
本
馬
五
〇
文
︑
軽
尻
三
三
文
︑
下
宮
か
ら
鍛
冶
谷
沢
ま
で
は
本
馬
四
四
文
︑
軽
尻
二
九
文
と
な
っ
て
い
ま
し
た
︵﹃
四
冊
留
﹄︿﹃
宮
城
県
史　
三
一
﹄﹀︶︒
こ
れ
を
値
上
げ
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
下
宮
町
の
要
望
で
す
︒
請
願
の
理
由
と
し
て
︑
ま
ず
下
宮
町
は
︑
町
に
は
人
頭
が
二
五
人
い
た
が
︑
天
明
の
飢
饉
後
は
一
六
人
に
な
り
︑
村
・
町
役
人
や
極
貧
の
者
な
ど
を
除
く
と
伝
馬
役
を
務
め
ら
れ
る
者
が
八
︑九
人
し
か
お
ら
ず
︑
役
務
め
を
す
る
と
農
業
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑﹁
近
年
川
渡
︑
鳴
子
︑
赤
湯
︑
鷲
之
巣
新
湯
︑
目
の
湯
︑
蛇
湯
︑
一
迫
鬼
首
寒
風
沢
︑
荒
湯
︑
宮
沢
︑
都
合
九
个
所
の
湯
坪
︑
夫
々
功
能
こ
れ
あ
り
︑
医
術
︑
針
術
ニ
て
養
生
叶
わ
ざ
る
重
病
︑
入
湯
仕
り
候
え
ば
︑
忽
ニ
平
癒
仕
る
儀
に
御
座
候
え
ば
︑
御
分
領
中
御
諸
士
様
は
申
す
に
及
ば
す
︑
亘
理
荒
浜
︑
宮
城
寒
風
沢
に
御
詰
合
の
御
公
儀
御
役
人
様
迄
時
々
御
入
湯
遊
ば
さ
れ
候
所
柄
に
御
座
候
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
近
年
︑
川
渡
・
鳴
子
・
赤
湯
・
鷲
の
巣
な
ど
九
个
所
の
温
泉
に
効
能
が
あ
っ
て
入
湯
す
れ
ば
医
術
で
も
治
療
で
き
な
い
病
気
が
治
る
と
の
こ
と
で
︑
亘
理
の
荒
浜
や
塩
釜
の
寒
風
沢
か
ら
も
役
人
が
入
湯
に
来
て
い
る
と
説
明
し
︑
結
果
往
還
筋
よ
り
道
筋
が
混
み
合
っ
て
百
姓
は
休
む
暇
が
な
い
と
訴
え
て
い
ま
す
︒
飢
饉
で
人
頭
が
減
少
す
る
一
方
で
往
還
す
る
人
が
増
加
し
︑
輸
送
業
務
を
担
っ
て
い
る
と
農
作
業
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
︒
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こ
の
こ
と
か
ら
い
え
る
の
は
︑
冒
頭
の
説
明
と
関
わ
る
こ
と
で
︑
一
八
世
紀
以
降
の
温
泉
に
関
す
る
学
術
研
究
の
進
展
の
結
果
︑
各
温
泉
の
効
能
が
幅
広
い
階
層
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
︑
入
湯
客
の
増
加
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
︒
し
か
も
︑
玉
造
郡
一
帯
は
い
わ
ば
温
泉
の
宝
庫
で
す
か
ら
︑
こ
の
現
象
は
か
な
り
顕
著
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
︒
　
こ
れ
に
対
し
て
︑
仙
台
藩
の
宿
駅
制
度
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う
と
︑
こ
う
し
た
温
泉
を
め
ぐ
る
人
々
の
意
識
と
動
き
の
変
化
に
対
応
で
き
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
︒
先
ほ
ど
の
争
論
で
は
片
や
四
〇
〇
〇
人
︑
片
や
九
〇
〇
〇
人
と
見
解
が
食
い
違
っ
て
い
ま
し
た
が
︑
中
間
を
と
っ
て
も
︑
当
時
例
年
六
〇
〇
〇
～
七
〇
〇
〇
人
が
岩
出
山
町
を
通
過
し
て
各
温
泉
に
向
か
っ
て
移
動
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
︒
こ
の
他
に
も
︑
物
資
の
輸
送
等
で
尾
花
沢
方
面
へ
向
か
う
人
も
い
た
で
し
ょ
う
し
︑
当
然
往
復
の
通
行
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒
そ
れ
に
対
し
て
︑
全
人
口
は
さ
ら
に
多
か
っ
た
と
は
い
え
︑
二
〇
人
前
後
の
人
頭
し
か
い
な
い
宿
駅
で
︑
住
民
が
農
業
に
携
わ
り
な
が
ら
輸
送
業
務
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
し
ょ
う
か
︒
や
は
り
困
難
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
︒
し
か
も
︑
当
時
は
天
明
飢
饉
で
人
頭
が
減
少
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
︒
飢
饉
と
旅
行
者
増
加
現
象
の
前
後
関
係
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
︑
そ
も
そ
も
制
度
的
な
維
持
が
困
難
で
あ
っ
た
脇
街
道
の
宿
駅
が
二
つ
の
劇
的
な
社
会
情
勢
変
化
に
見
舞
わ
れ
て
三
重
苦
の
よ
う
に
な
り
︑
機
能
的
に
完
全
に
破
綻
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
飢
饉
と
旅
行
者
の
増
加
が
仙
台
藩
の
宿
駅
制
度
に
痛
烈
な
打
撃
を
与
え
た
わ
け
で
す
︒
　
こ
う
し
た
現
象
は
︑
川
渡
温
泉
を
め
ぐ
る
争
論
の
時
点
で
既
に
み
ら
れ
ま
し
た
︒
岩
出
山
町
の
要
望
は
川
渡
湯
守
の
請
負
で
す
か
ら
下
宮
町
の
要
望
と
は
異
な
り
ま
す
が
︑
背
景
に
あ
っ
た
事
情
は
同
じ
で
す
よ
ね
︒
岩
出
山
町
も
温
泉
に
向
か
う
出
羽
海
道
沿
い
に
あ
っ
て
︑
飢
饉
に
よ
る
人
頭
減
少
と
入
湯
客
の
増
加
と
い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
し
た
し
︑
湯
銭
の
運
用
プ
ラ
ン
に
は
下
宮
町
の
援
助
も
含
ま
れ
て
い
ま
し
第
二
部　
第
2
章　
【
講
演
録
】
川
渡
温
泉
の
争
論
と
岩
出
山
―
災
害
と
資
源
利
用
を
め
ぐ
っ
て
―
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た
︒
両
者
は
同
様
の
問
題
を
共
有
し
て
い
た
と
い
え
ま
す
︒
岩
出
山
町
の
請
願
を
発
端
と
す
る
川
渡
温
泉
を
め
ぐ
る
争
論
︑
お
よ
び
下
宮
町
の
請
願
は
︑
輸
送
人
馬
の
数
と
交
通
量
と
が
全
く
対
応
し
な
い
︑
い
わ
ば
制
度
と
実
態
の
乖
離
が
深
刻
化
し
た
末
に
発
生
し
た
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
歴
史
に
﹁
た
ら
・
れ
ば
﹂
は
禁
句
と
さ
れ
ま
す
が
︑
あ
え
て
い
う
な
ら
︑
仮
に
こ
の
時
期
に
岩
出
山
町
と
下
宮
町
が
請
願
を
起
こ
さ
な
か
っ
た
と
し
て
も
︑
恐
ら
く
近
隣
の
誰
か
が
同
じ
請
願
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
岩
出
山
町
の
請
願
に
は
︑
仙
台
藩
の
宿
駅
制
度
の
不
備
に
対
す
る
訴
え
が
込
め
ら
れ
て
い
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
︒
　
と
め
ど
な
く
長
々
と
喋
っ
て
き
ま
し
た
が
︑
以
上
が
争
論
発
生
の
根
本
的
な
背
景
に
関
す
る
私
な
り
の
見
解
で
す
︒
た
だ
︑
今
回
の
事
例
は
本
当
に
色
々
な
評
価
の
仕
方
が
可
能
で
︑
自
分
自
身
も
そ
の
本
質
を
あ
ま
り
引
き
出
せ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
︒
旧
玉
造
郡
の
地
域
の
実
情
を
詳
し
く
ご
存
じ
の
皆
様
の
方
が
︑
よ
り
本
質
に
迫
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
︒
も
し
ご
存
知
の
こ
と
が
あ
れ
ば
︑
ぜ
ひ
ご
教
示
く
だ
さ
い
︒
そ
れ
で
は
︑
こ
れ
で
私
の
拙
い
お
話
を
終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒
ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
　
※ 
本
稿
は
︑
平
成
二
五
年
︵
二
〇
一
三
︶
年
三
月
一
〇
日
に
︑
大
崎
市
岩
出
山
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
﹁
初
め
て
の
古
文
書
講
座
・
公
開
講
演
会
﹂
の
講
演
内
容
で
す
︒
原
稿
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
︑
読
み
や
す
い
よ
う
内
容
を
再
構
成
し
︑
文
章
表
現
を
改
め
ま
し
た
︒
ま
た
︑
適
宜
説
明
を
追
加
し
て
い
ま
す
︒
